
●ポンプ 
 
お湯を浴槽までおくります。 

●ボイラー 
 
お湯を沸かします。 

●貯水タンク 
 
サービスで使用する 
水を貯めます。 

●灯油タンク 
 

ボイラーの燃料を入れます。 

●浴槽・タンカ 
 
ご利用者様のお部屋 

まで伺います。 

●タンカネット 
 
タンカ用のネットです。 

ご利用者様ごとに交換、洗濯しますので、

いつでも清潔です。 

●枕 
 
水に濡れても大丈夫な専用の枕です。 

 ●ハンドル 



 訪問入浴介護へのお問い合わせはこちらまで 

【発行日】 平成26年8月1日  【監修】 

 暑い日が続いたりするとどうしても食欲がなくなり
ます。このような食欲がないとき、皆様どうされます
か？そうめんなどの食べやすい麺類を食べたり、
逆に精が付くうなぎなどを食べたりして食欲不振を
予防することがとても有名ですが、実は「お風呂」で
も食欲不振を解決することができるのです。 
 入浴中は、お風呂の温度によって自律神経系の
反応が変化します。42℃以上の「高温浴」では、
『交感神経』が優位にはたらき、37～39℃の「微温
浴」では『副交感神経』が優位にはたらきます。 

 ところで食事直後の入浴は、良くないと耳にすると思いますが、なぜ良くないのでしょうか？ 食後は、
消化吸収のため活発にはたらく胃や腸に血液が集まります。この状態での入浴は消化器官が必要とす
る血液の不足を招き、消化・吸収のはたらきが低下しています。そのため、食後１時間程度の休息を
とってから入浴すると良いでしょう。また、食後の入浴は、副交感神経を刺激して胃腸のはたらきを活性
化させる「微温浴（37～39℃）」がおすすめです。 

 その他にも、便秘気味のご利用者様には微温浴で副交感神経を優位にはたら
かせることによって、胃腸のはたらきが促進されます。便秘の解消には手のひら
を腹部に当て、大腸の道筋に合わせて時計回りに十回程度回すマッサージも効
果的です。 
 このように、入浴と消化の関係は体調を整えるうえでもとても重要になります。
入浴が消化に与える影響を理解し、効果的な入浴を行いましょう。  

 
 
 
 
 

 

  

 身体中に張りめぐらされている「自律神経」。内臓や血管、瞳孔、汗腺などの働きは、自律神経に
よってコントロールされています。心臓の動き、血圧、食べ物の消化、体温の調節など、生命を維持
するうえで重要な体の機能をコントロール。自律神経には交感神経と副交感神経という２つの神経
から成り、互いに拮抗し合って体を調節しています。 私たちが健康で快適に過ごせるのは、それぞ
れがバランスよく働いているからです。 
 

『交感神経が優位になると』 
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  副交感神経 
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  交感神経 

 就寝時などに活発になり心身がリラックス状態に。

呼吸が遅くなる、心臓の動きが遅くなる、血管が広が

る、血圧が下がる、胃腸の働きを活発にするなど。 

  

仕事や運動中などの時、活発になる。身体への働きと
して呼吸が速くなる、心臓の動きが速くなる、血管が収
縮する、血圧が上がる、胃腸の働きを抑えるなど。 

  

 この自律神経系の反応は、消化のはたらきにも
大きく関係をしてきます。自律神経系の反応によっ
て消化のはたらきは、交感神経なら抑制され、副
交感神経ならば促進されます。つまり、高温浴をす
れば消化が抑制され、微温浴をすれば消化は促進
される、というわけです。 
  

自律神経とは 

『副交感神経が優位になると』 


